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日本共産党杉並区議会議員 
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ホームページ 
http://yamadakohei.jp 

現
在
、
杉
並
区
で
は
来
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

新
制
度
で
は
「
待
機
児
解
消
」「
子
育
て
支
援
」
が
謳

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
認
可
保
育
所
を
増
や
す
の
で
は
な

く
公
費
支
出
を
抑
え
、
安
上
が
り
な
保
育
で
の
対
応
が

示
さ
れ
て
お
り
、
待
機
児
童
解
消
が
実
現
で
き
な
い
ど

こ
ろ
か
、
保
育
の
質
の
低
下
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

制
度
の
複
雑
さ
と
国
の
作
業
の
遅
れ
に
よ
り
、
現
場

に
も
混
乱
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

現在、基準（案）に関するパブリックコメント

が行なわれています。 
 

【意見の提出期間】 

7 月 11 日（金曜）から 8月 10 日（日曜）まで 
 

【意見の提出方法】 

以下の方法で保健福祉部子育て支援課新制度

準備担当まで。または、区ホームページ「電子

掲示板」（事前登録が必要）をご利用ください。

・郵便（〒166-8570、阿佐谷南 1－15－1 保健

福祉部子育て支援課新制度準備担当宛） 

・FAX（03-5307-0686） 

・E メール（k-sien-k@city.suginami.lg.jp） 

※パブリックコメントの詳細や基準案について

は、杉並区ホームページをご覧ください。 

※基準案の問題点等は山田耕平ホームページを

ご覧ください。 

 

 

国
基
準
に
従
う
こ
と
に
よ
り
、
現
行
の
区
基
準
よ
り
保

育
士
配
置
や
保
育
室
面
積
な
ど
が
低
下
す
る
場
合
も
あ

り
（
上
記
事
例
参
照
）
、「
保
育
の
質
」
が
確
保
さ
れ
な
い

こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
制
度
へ
の
移
行
に
よ

り
、
現
行
基
準
が
低
下
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

先
の
保
健
福
祉
委
員
会
で
、
新
制
度
の
基
準
案
が
示

さ
れ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

事例１ 現行基準より低下する例 

小規模保育事業Ａ型（分園型） 

※従来の認可保育所分園に相当 

 国基準 

（案） 

区基準 

（現行） 

新制度 

移行時は？

職員数 1歳児 6人 

職員 1人 

1 歳児 5人 

職員 1人 

国基準の 

とおりに実施

保育室 0歳児 

3.3 ㎡ 

0 歳児 

5.0 ㎡ 

国基準の 

とおりに実施

事例２ 現行基準を守る例 

小規模保育事業Ｂ型（中間型） 

※従来の東京スマート保育に相当 

 国基準 

（案） 

区基準 

（現行） 

新制度 

移行時は？

職員 

資格 

保育士配置 

5 割以上 

保育士配置 

6 割以上 

現行区基準の

とおりに実施

 

日
本
の
認
可
保
育
所
の
基
準
等
は
諸
外
国
と
比
較
し

て
も
最
低
ク
ラ
ス
で
す
が
、
子
ど
も
の
命
と
安
全
、
豊
か

な
発
達
の
た
め
に
は
、
必
要
最
低
限
の
基
準
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
多
く
の
保
護
者
は
認
可
保
育
所
へ
の
入
園
を
求

め
て
い
ま
す
。 

本
来
、
施
設
や
環
境
の
違
い
で
、
児
童
の
成
長
や
発
達

に
格
差
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で

あ
り
、
児
童
福
祉
法
で
も
「
児
童
の
最
善
の
利
益
」
を
保

障
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
準
案
に
つ
い
て

も
、
現
行
基
準
は
守
り
、
自
治
体
独
自
に
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「安全性」の根拠が崩れる…国の説明責任が問われる 
 

本年６月、外環道計画において従来想定してきた工法

の変更方針が突如として、示されました。地中拡幅部（本

線トンネルと出入り口部分の接続部）の施工時の安全性

や長期的な構造物の健全性を確保するために、工法の見

直しを行なうというものです。 

 この間、国は「安全性」を強調するばかりの対応に終

始してきましたが、その根拠が崩れたことになります。

 外環道計画の強行により、様々な弊害が発生し始めて

おり、今回の都市計画変更は典型例です。 

 
 

祖父、私、息子、三代がお世話に 
 

私の地元には我が家が３代お世話にな

っている床屋さんがあります。私が保育

園児だった頃から現在も利用しており

（３０年近く）、今では息子もお世話にな

っています。息子も髪を切りに行く度に、

お菓子やジュースを貰って、大満足の床

屋さんです。 
思い起こすと、子どもから思春期の微

妙な年頃、結婚して子どもが生まれて今

に至るまで、私の人生の大半をお世話に

なってきた床屋さんです。 

七
月
二
十
三
日
（
水
）
、
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
杉
並
か
ら
中
野
ま
で
の
区
間
を
杉
並
区
内
の
各
団
体
や
市
民
、

新
生
党
議
員
団
も
参
加
し
、
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
ま
し
た
。 

安
倍
政
権
に
よ
る
戦
争
を
す
る
国
づ
く
り
の
策
動
が
強
め
ら
れ
る
な

か
、
行
進
に
は
例
年
を
上
回
る
大
勢
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
沿

道
か
ら
も
数
多
く
の
声
援
が
寄
せ
ら
れ
、「
反
核
平
和
」
の
ア
ピ
ー
ル
は

大
き
な
共
感
を
呼
び
ま
し
た
。 

 

原水爆禁止国民平和大

行進は 1958 年に始まり、

今年で57回目を迎えます。

 現在、平和大行進は全国

の都道府県と８割近くの

市区町村を通過し、１０万

人を超える人々が参加す

る国民的な運動となって

います。 

息子もお気に入り 

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に

参
加
予
定
の
く
す
や
ま
・
富

田
の
両
議
員
（
右
写
真
） 

原
田
・
山
田
・
上
保
の
三
名

の
議
員
も
参
加
（
左
写
真
） 

来
年
二
〇
一
五
年
は
、
広
島
・
長
崎
に
原
爆

が
投
下
さ
れ
て
か
ら
七
十
年
と
い
う
節
目
の

年
で
す
。
さ
ら
に
五
年
に
一
度
開
か
れ
る
核
不

拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
も
行
な
わ

れ
ま
す
。
核
兵
器
の
全
面
禁
止
に
向
け
た
重
要

な
機
会
と
な
り
、
「
反
核
平
和
」
の
世
論
を
大

き
く
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

原
水
爆
禁
止
運
動
発
祥
の
地
で
も
あ
る
杉

並
区
か
ら
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
め
ざ
す
運

動
を
さ
ら
に
広
げ
ま
す
。 

 

 
 

地中拡幅部の「都市計画変更素案」や今後の進捗状

況等に関するオープンハウスが開催されます。 
 

日時：７月２９日（火）１６時～２０時 

場所：西荻地域区民センター 
 

※杉並区以外の場所については、ホームページを参照 

私が区議会議員に

立候補する報告に行

った際にも、大変喜

んで頂き、ポスター

写真用に髪を切って

もらいました。 
山田家三代、これ

からもお世話になり

ます。 
おばあちゃん、い

つまでもお元気で！

計画そのも

のを凍結する

べきであり、引

き続き、外環道

計画の中止を

求めます。 


